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平成22年12月定例会 質問要旨一覧
氏　

名

発
言
の
種
類

（
方
式
）

質　
　

問　
　

項　
　

目

石
原　

剛

代
表
質
問

（
一
問
一
答
）

・
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
減
免
に
つ
い
て

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
米
作
農
家
の
高
温
障
害
へ
の
支
援
に
つ
い
て

柳
沢
暢
幸

代
表
質
問

（
一
問
一
答
）

・
職
員
定
数
や
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
市
税
な
ど
の
徴
収
体
制
に
つ
い
て

・
市
立
甲
府
病
院
の
未
収
金
に
つ
い
て

野
中
一
二

代
表
質
問

（
一
問
一
答
）

・
環
境
問
題
に
つ
い
て

　
（
陶
磁
器
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
）

　
（
小
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
）

・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

渡
辺
礼
子

代
表
質
問

（
一
括
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

・
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

・
市
立
動
物
園
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

山
田　

厚

代
表
質
問

（
一
問
一
答
）

・
有
害
な
鉛
管
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

・
上
下
水
道
の
防
災
・
耐
震
化
に
つ
い
て

・
上
下
水
道
料
金
の
軽
減
に
つ
い
て

原
田
洋
二

一
般
質
問

（
一
問
一
答
）

・
中
央
保
育
所
に
つ
い
て

・
甲
府
駅
南
口
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
立
甲
府
病
院
の
消
化
器
科
に
つ
い
て

大
塚
義
久

一
般
質
問

（
一
括
）

・
東
部
地
域
に
お
け
る
遺
跡
・
文
化
財
に
つ
い
て

・
本
市
農
業
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

清
水　

仁

一
般
質
問

（
一
問
一
答
）

・
市
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い
て

・
甲
府
市
中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

輿
石　

修

一
般
質
問

（
一
問
一
答
）

・「
甲
府
市
の
十
年
後
」に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

・
小
中
学
校
給
食
へ
の
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

・「
甲
府
鳥
も
つ
煮
」の
今
後
に
つ
い
て

兵
道
顕
司

一
般
質
問

（
一
括
）

・
環
境
行
政
に
つ
い
て （
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

・ 

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）設
置
に
対
す
る
助
成
制
度

に
つ
い
て

・
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

一問一答：質問項目ごとに質疑応答を行う。一括：質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

　

十
二
月
定
例
会
要
旨

　

十
二
月
定
例
会
は
十
一
月
二
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
二
月
九
日
ま
で
の

十
一
日
間
と
定
め
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
ま
ず
、
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
の
後
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
市
長
か
ら
甲
府
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
二
十

七
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
給
与
改
定
に
関
す
る
五
予
算
案
件
と
四
条
例
案
件
に
つ
い
て
、
質
疑
の
後
、

総
務
、
民
生
文
教
及
び
経
済
建
設
委
員
会
へ
付
託
し
、
休
憩
中
、
三
常
任
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
反
対
・
賛
成
の
討
論
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
日
、
三
日
及
び
六
日
の
三
日
間
は
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
及
び
市
政
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

七
日
に
行
わ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
及
び
請
願
等
に
つ
い

て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
日
に
行
わ
れ
た
経
済
建
設
・
総
務
・
民
生
文
教
委
員
会
連
合
審
査
会
で
は
、
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
、
経
済
建
設

委
員
会
で
討
論
・
表
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長
及
び
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
長
か
ら
審
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
反
対
・
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
の
意
見
書
二
件
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

の
後
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
の
閉
会
中
継
続
審
査
及
び
調
査
の
申
出
に
つ
い
て

決
定
し
、
十
二
月
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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米
作
農
家
の
高
温
障
害
へ

の
支
援
に
つ
い
て

日
本
共
産
党石

原　

剛

質 

問 

米
価
の
下
落
と
高
温
障
害
に
よ

る
品
質
低
下
で
、
米
農
家
の
収
入
は
大
幅

に
減
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
は
、
高

温
障
害
に
よ
る
被
害
に
も
米
共
済
の
支
援

が
で
き
る
特
例
措
置
を
埼
玉
県
で
認
め
ま

し
た
。
ま
た
、
群
馬
県
太
田
市
で
は
、
共

済
に
加
入
す
る
農
家
を
対
象
に
今
年
度
作

付
け
し
た
す
べ
て
の
品
種
の
米
に
つ
い

て
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
千
円
の
支
援
を

市
独
自
で
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

米
価
の
維
持
の
た
め
に
棚
上
げ
備
蓄

を
前
倒
し
て
買
い
上
げ
を
す
る
よ
う
政
府

に
求
め
る
こ
と
や
、
高
温
障
害
に
よ
る
減

収
に
も
支
援
が
で
き
る
よ
う
共
済
の
特
別

措
置
の
実
施
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

な
ど
と
同
時
に
、
被
害
に
あ
っ
た
米
農
家

に
市
独
自
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま

す
。答 

弁 

平
成
二
十
二
年
十
月
に
は
、
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
が
、
米
価
下
落

の
対
応
策
と
し
て
、
国
に
対
し「
棚
上
げ

備
蓄
米
」の
前
倒
し
買
い
上
げ
の
要
望
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
国
に
お
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
お
い
て

も
米
価
が
下
が
っ
た
場
合
、
追
加
の
支
払

い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
は
、
こ
れ
ら
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
米
価
の
下
落
に
対
し
水

稲
共
済
の
特
別
措
置
が
適
用
で
き
る
よ
う

県
や
関
係
機
関
と
連
携
す
る
中
で
、峡
中
・

南
部
農
業
共
済
組
合
と
山
梨
中
央
農
業
共

済
組
合
に
対
し
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
米
の
高
温

障
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

J
A
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
等
と
連

携
を
図
る
中
で
、
高
温
障
害
に
強
い
品
種

の
普
及
や
栽
培
技
術
指
導
等
行
っ
て
い
き

ま
す
。

市
立
甲
府
病
院
の
未
収
金

に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ

柳
沢　

暢
幸

質 

問 

市
立
甲
府
病
院
の
未
収
金
は
、
こ

の
十
年
間
で
九
百
七
十
二
件
、
三
千
四
百

三
十
五
万
円
余
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
収
金
の
回
収
の
た
め
に
、
山
梨
県
立

中
央
病
院
他
、
十
県
以
上
の
県
立
病
院
が

民
間
事
業
者
に
委
託
し
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
一
年
以
内
の
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
職
員
が
微
収
し
、
総
務
省
の

「
医
業
未
収
金
の
徴
収
対
策
の
留
意
事
項

等
に
つ
い
て
」の
通
知
で
は
、
徴
収
、
ま
た

は
収
納
事
務
の
委
託
を
通
じ
て
、
民
間
事

業
者
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
、
と
し
て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
と
は

弁
護
士
事
務
所
で
す
。
山
梨
県
立
中
央
病

院
は
、
未
収
金
削
減
を
図
る
た
め
、
昨
年

八
月
に
委
託
先
を
大
阪
市
内
の
弁
護
士
事

務
所
に
決
定
し
ま
し
た
。
委
託
費
用
は
、

成
功
報
酬
方
式
で
、
回
収
額
の
三
十
一
・

五
%
を
支
払
う
と
し
て
お
り
、「
病
院
職
員

が
回
収
に
当
た
る
場
合
の
人
件
費
を
考
え

れ
ば
委
託
を
続
け
る
の
が
妥
当
」と
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
も
委
託
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答 

弁 

医
療
機
関
に
お
け
る
未
収
金
は
、

自
己
負
担
割
合
の
増
加
や
経
済
的
な
理
由

な
ど
か
ら
、
徴
収
が
困
難
な
事
案
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
診
療
費
な
ど
の
未
納
者
に

対
し
、
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告
を
行
う

と
と
も
に
、
訪
問
徴
収
の
実
施
な
ど
早
い

時
期
で
の
納
入
指
導
、
納
入
相
談
に
よ
る

未
収
金
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

提
案
の
あ
っ
た
弁
護
士
事
務
所
へ
の
未

収
金
回
収
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
他
の
病
院
の
実
績
な
ど
か
ら
、
よ
り
効

果
的
な
徴
収
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
導
入

に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
未
収
金
の
解
決
に
取
り
組
み
、
病

院
経
営
の
健
全
化
と
診
療
費
負
担
の
公
平

性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
要
旨
掲
載
）
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ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ

野
中　

一
二

質 

問 

甲
府
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
と

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま

ち
づ
く
り
の
ソ
フ
ト
事
業
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
甲
府
の
ま
ち
は
、
北
は
金
峰

山
の
山
頂
か
ら
始
ま
り
、
南
は
精
進
湖
ト

ン
ネ
ル
の
中
央
ま
で
の
甲
府
を
と
ら
え
て

す
べ
て
が
市
域
で
あ
り
、
す
べ
て
に
平
等

に
そ
れ
ぞ
れ
甲
府
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
含

め
て
い
る
の
で
す
が
、
考
え
方
を
お
聞
き

し
ま
す
。

答 

弁 

本
市
で
は
、
平
成
二
十
年
に
策

定
し
た
、
甲
府
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
で
あ
る「
甲
府
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」で
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
と
拡

大
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
効

率
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
の
成
熟
度
や
住
民
意
識
の

変
化
な
ど
の
観
点
か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に

お
け
る
ソ
フ
ト
面
の
重
要
度
は
増
し
、
ハ

ー
ド
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
完
成
後
の
運

営
や
利
活
用
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
を
充
分
意

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

甲
府
駅
北
口
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
等
の
施
設
整
備
に

お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
へ
の

徹
底
し
た
配
慮
を
は
じ
め
、
多
目
的
広
場

を
含
め
た
施
設
の
維
持
管
理
や
運
営
に
つ

い
て
も
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
民
間

活
力
を
導
入
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー

ド
を
両
輪
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
連
動
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
行
政
と
市
民
が
と

も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

公
明
党渡

辺　

礼
子

質 

問 

本
市
は
、
全
国
で
も
有
数
の
日

照
時
間
の
長
い
地
域
で
す
。
地
域
の
特
色

を
活
か
し
て
、
市
民
の
出
資
参
加
で
市
民

共
同
発
電
所
の
導
入
を
図
り
、
市
民
の
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
、
C
O
2
削
減
を
図

り
つ
つ
地
域
経
済
に
も
資
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
も
C
O
2
削
減
の
目
に

見
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
行
政
に
携
わ

る
職
員
が
自
転
車
で
業
務
遂
行
に
走
り
回

る
姿
は
、
市
民
へ
の
啓
発
に
も
な
り
ま

す
。

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
充
電
装
置
と
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入
を
提
案
し
ま
す

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁 

市
民
共
同
発
電
所
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
に
N
P
O
法
人
み
ど
り
の
学

校
と
山
城
地
区
自
治
会
連
合
会
の
出
資
に

よ
る
五
・
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
、
甲
府
市
南
部
市
民
セ
ン

タ
ー
に
既
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
市
民
・
事
業
者
・

団
体
及
び
市
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
甲
府

市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
が
、
設

置
費
用
の
一
部
を
市
民
か
ら
の
協
力
金
で

ま
か
な
い
、
四
年
後
に
協
力
金
相
当
額
を

返
還
す
る
方
法
に
よ
り
、
山
宮
保
育
園
へ

九
・
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
充
電
装
置

の
設
置
や
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
公
用

車
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

事
業
者
、
行
政
と
が
協
働
し
て
行
う
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
策
と
し
て
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
平
成
二

十
三
年
度
に
策
定
す
る
甲
府
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）の
策
定

段
階
に
お
い
て
、
地
域
特
性
な
ど
を
考
慮

す
る
中
で
、
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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有
害
な
鉛
管
に
対
す
る
対

応
に
つ
い
て市

民
ク
ラ
ブ山

田　

厚

質 

問 

か
つ
て
鉛
製
給
水
管
は
、
便
利
で

効
率
的
な
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

日
で
は
、
人
体
に
有
害
な
も
の
と
し
て
、
そ

の
布
設
替
え
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
鉛
の
水
質
基
準
は
厳
格
に
さ

れ
、
鉛
の
給
水
管
か
ら
は
微
量
で
あ
っ
て
も

鉛
が
溶
け
出
す
た
め
に
、
新
た
な
鉛
製
給
水

管
は
二
十
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

甲
府
市
で
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
へ

の
調
査
は
進
め
て
い
ま
す
か
。
今
後
、
鉛
が

特
定
さ
れ
た
家
庭
へ
の
周
知
や
対
応
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
。
布
設
替
え
を
必

要
と
す
る
家
庭
へ
の
助
成
制
度
な
ど
の
支
援

は
検
討
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
、
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
、
地
域

の
公
民
館
な
ど
多
数
の
人
が
使
う
公
的
施
設

に
お
け
る
鉛
の
給
水
管
を
早
急
に
布
設
替
え

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
と
対
応
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答 

弁 

鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
の
調

査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
給
水
管
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
入
力
作
業
を
概
ね
完
了

し
、
世
帯
数
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
は
、
鉛
管
の
使
用
が
確
認
さ
れ
た
世
帯

へ
の
よ
り
効
果
的
な
周
知
の
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
へ
の
助
成
制
度
な
ど
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
困
難

で
あ
り
ま
す
が
、
漏
水
修
理
や
老
朽
管
の
布

設
替
工
事
等
に
合
わ
せ
た
取
替
え
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
小
中
学
校
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
り
、
平
成

二
十
年
度
ま
で
に
取
替
え
を
完
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
育
所
・
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
調
査
を
行
い
、
今
後
の
対
応
を
関

係
部
局
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
公
民
館
、
集
会
所
等
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
取
替
え
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
央
保
育
所
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ

原
田　

洋
二

質 

問 

来
年
四
月
か
ら
、
富
士
川
小
学

校
と
琢
美
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
善
誘
館

小
学
校
に
変
わ
り
、
富
士
川
小
学
校
の
跡

地
に
中
央
保
育
所
の
移
転
が
さ
さ
や
か
れ

て
い
ま
す
が
、
今
、
父
母
の
皆
様
方
に
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
と
、
早
く
建
設
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
移
転
は
い
つ
頃
を
予
定
し

て
い
ま
す
か
。
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
父

母
の
皆
様
方
も
安
心
で
す
。

　

宮
島
市
長
も
常
日
頃
か
ら「
子
ど
も
は

甲
府
市
の
宝
」と
申
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
の
甲
府
市
の
施
設
で
、
老
朽
化
が
著
し

い
中
央
保
育
所
を
移
転
新
設
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
六
歳
児
ま
で
の
約
百
人

の
乳
幼
児
を
預
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県

下
に
誇
れ
る
保
育
所
を
新
設
し
て
く
だ
さ

い
。
当
局
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答 

弁 

中
央
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
年
五
月
に
策
定
し
た
耐
震
改
修
促

進
計
画
に
て
、
建
て
替
え
を
基
本
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

富
士
川
・
琢
美
両
小
学
校
の
統
合
に
伴

う
富
士
川
小
学
校
跡
地
の
活
用
策
を
検
討

す
る
中
で
、
中
央
保
育
所
の
移
転
整
備
に

つ
い
て
も
、
地
元
の
皆
様
と
協
議
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
所
要
の

作
業
を
本
格
化
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

具
体
的
な
移
転
時
期
に
つ
い
て
は
、
跡
地

利
用
の
全
体
計
画
と
の
整
合
性
や
、
幼
保

一
体
化
を
は
じ
め
と
し
た
国
に
お
け
る
子

育
て
支
援
関
連
の
制
度
改
正
の
動
向
、
さ

ら
に
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
現
状
や
今
後
の

公
立
保
育
所
運
営
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
る

中
で
適
切
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
、
安
全
・
安
心
な
環
境
の
中
で

育
む
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
大
人
の
責
務

で
あ
り
、
私
の
市
政
運
営
の
基
本
で
も
あ

る
の
で
、
早
期
に
移
転
整
備
で
き
る
よ
う

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。
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東
部
地
域
に
お
け
る

遺
跡
・
文
化
財
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ

大
塚　

義
久

質 

問 

本
市
の
東
部
に
位
置
す
る
横
根
・

桜
井
町
に
か
け
て
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

「
積
石
塚
古
墳
」が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
は
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か

け
て
朝
鮮
半
島
北
部
で
栄
え
た「
高
句
麗

（
こ
う
く
り
）」の
墓
と
の
共
通
点
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
説
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

窯
業
技
術
な
ど
を
持
っ
て
渡
っ
て
き
た
人

々
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
学
術

上
、
貴
重
な
古
墳
と
聞
き
及
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
で
も
長
野
県
の「
大
室

（
お
お
む
ろ
）古
墳
群
」が
約
五
百
基
、
福

岡
県
の「
相
島（
あ
い
し
ま
）古
墳
群
」が
約

二
百
五
十
基
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
総
数
約
百
四
十
基
以
上
も
群

集
す
る
本
市
の
横
根
・
桜
井
積
石
塚
古
墳

群
は
そ
れ
ら
に
次
ぐ
全
国
三
番
目
の
規
模

を
誇
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
古
墳
群
の
調
査
、

保
護
、
そ
し
て
文
化
財
指
定
へ
の
取
り
組

み
等
の
現
状
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答 

弁 

横
根
・
桜
井
積
石
塚
古
墳
群
は
、

全
国
的
に
も
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、

平
成
十
一
年
に
は
、
桜
井
町
に
所
在
す
る

一
部
十
五
基
の
古
墳
を
甲
府
市
の
文
化
財

に
指
定
し
、
保
護
と
保
存
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
古
墳
群
は
、
横
根
町
、
桜
井
町
の

広
範
囲
に
わ
た
る
山
林
に
点
在
し
、
土
地

所
有
者
も
個
人
、
県
、
共
有
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
共
有
の
所
有
者
に
つ
い
て

は
、
相
続
関
係
が
複
雑
で
あ
り
、
権
利
義

務
の
承
継
が
な
い
こ
と
か
ら
、
文
化
財
と

し
て
の
指
定
の
同
意
に
つ
い
て
、
土
地
所

有
者
と
し
て
の
総
意
を
と
り
つ
け
る
こ
と

が
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
古
墳
の
保
護
と
保
存
を
図
る

た
め
、
文
化
財
指
定
の
必
要
性
と
理
解
を

得
る
説
明
に
意
を
用
い
、
同
意
を
得
ら
れ

た
も
の
か
ら
、
順
次
、
文
化
財
の
指
定
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ清

水　

仁

質 

問 

本
市
の
歳
入
の
太
宗
を
な
す
市
税

収
入
は
、
平
成
九
年
度
の
三
百
四
十
四
億

五
千
三
百
九
十
二
万
一
千
円
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
少
し
、
平
成
十
六
年
度
、
平
成
十

九
年
度
と
一
時
は
増
加
し
回
復
し
た
も
の

の
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

二
百
九
十
一
億
千
八
百
八
十
七
万
二
千
円

と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
も
、
当
初
予
算
に
お
い
て
二
百

八
十
三
億
千
五
百
五
十
万
二
千
円
と
歳
入

総
額
の
四
十
・
二
%
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
い
る

経
済
情
勢
で
は
、
決
算
に
お
い
て
全
額
確

保
で
き
る
の
か
、
非
常
に
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
税
収
入
が
当
初
予
算
よ
り
減
少
し
ま

す
と
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
・
都
市
づ
く

り
な
ど
の
事
業
の
推
進
に
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
か

ら
で
す
。

　

本
年
度
の
市
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答 

弁 

税
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
は
、
依

然
と
し
て
停
滞
し
て
い
る
雇
用
情
勢
や
、

円
高
の
長
期
化
な
ど
総
じ
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
額
の
確
保
に
向
け
て
、
課
税

客
体
の
的
確
な
把
握
と
徴
収
対
策
に
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
基
幹
税
で
あ
る

個
人
市
民
税
は
、
課
税
対
象
と
な
る
個
人

所
得
が
当
初
の
見
込
み
を
か
な
り
下
回
っ

て
お
り
、
ま
た
、
市
た
ば
こ
税
に
お
い
て

は
、
当
初
予
算
額
の
確
保
は
厳
し
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
法
人
市
民
税
は
、
概
ね
昨
年
度

並
み
の
収
入
は
確
保
で
き
、
当
初
予
算
額

は
上
回
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
、
本
年
度
の
市
税
収
入
を
推

測
し
ま
す
と
、
当
初
予
算
額
の
二
百
八
十

三
億
円
余
は
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
見
通
し
で

あ
り
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
公

正
で
適
正
な
賦
課
徴
収
に
努
め
、
市
税
収

入
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平成23年 1月24日 市政質問 第168号　（6）



小
中
学
校
給
食
へ
の
地
産

地
消
の
推
進
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ輿

石　

修

質 

問 

国
は
、
食
育
基
本
計
画
の
中
で
、

都
道
府
県
単
位
の
地
場
産
物
の
学
校
給
食

に
お
け
る
使
用
割
合
を
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
に
三
十
%
と
す
る
目
標
値
を
示
し

ま
し
た
が
、
今
現
在
本
市
の
小
学
校
給
食

に
お
い
て
何
%
の
地
産
地
消
が
進
ん
で
い

る
の
か
、
ま
た
、
来
年
度
か
ら
全
校
で
食

缶
給
食
が
始
ま
る
中
学
校
給
食
に
お
い
て

も
何
%
の
地
産
地
消
が
推
進
で
き
る
の

か
、
目
標
数
値
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
の
四
月
二
十
七
日
に
第
一
回
甲
府

市
地
産
地
消
推
進
検
討
会
を
開
催
し
た
よ

う
で
す
が
、
地
産
地
消
推
進
の
問
題
点
は

何
な
の
か
、
改
め
て
考
え
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
討
会
を
も
っ
と
積
極
的
に
開

催
し
て
、
学
校
給
食
へ
の
地
産
地
消
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

答 

弁 

本
市
の
小
学
校
給
食
に
お
け
る

地
場
農
産
物
使
用
割
合
は
、
平
成
二
十
二

年
十
月
末
現
在
で
、
三
十
六
%
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
中
学
校
給
食
の
地
場
農
産

物
使
用
割
合
の
目
標
設
定
は
、
平
成
二
十

二
年
度
が
三
十
八
%
、
平
成
二
十
三
年
度

が
三
十
九
%
、
平
成
二
十
四
年
度
が
四
十

%
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
一
食
あ
た
り
の
価
格
の

制
限
が
あ
る
と
と
も
に
、
数
量
や
そ
ろ
っ

た
大
き
さ
な
ど
も
食
材
確
保
の
条
件
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
安
価
で
安
定
的
・
継

続
的
に
供
給
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
使
え
る
食
材
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
野
菜
を
は
じ
め
と

し
た
、
生
産
の
最
盛
期
に
夏
休
み
が
重
な

る
時
期
的
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
甲
府
市
地
産
地
消
推
進
検
討

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
献
立
や
、
農

産
物
の
品
目
・
時
期
・
単
価
な
ど
の
出
荷

状
況
の
確
認
を
行
う
中
で
、
こ
れ
ら
課
題

の
解
決
策
を
見
出
し
、
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

A
E
D（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）設
置
に
対
す
る

助
成
制
度
に
つ
い
て

公
明
党兵

道　

顕
司

質 

問 

本
市
で
は
、
相
生
仮
本
庁
舎
、
総

合
行
政
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
市
立
学
校
、
そ

の
他
市
関
連
施
設
等
百
一
箇
所
に
百
十
二

台
の
A
E
D
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

集
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
緊
急
の
事
態
が

発
生
し
た
と
き
に
適
切
な
対
応
が
迅
速
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
喜
ば

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

A
E
D
設
置
済
み
の
市
の
施
設
を
利
用
す

る
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
自
治
会
単
位

で
、
公
園
や
空
き
地
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
い
た
り
、
集
会
所
等
で
の
文

化
活
動
な
ど
、
A
E
D
が
近
く
に
な
い
場

合
で
の
不
測
の
事
態
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
個
人
や
自
治
会
で
は
自
己
財

源
で
高
額
な
A
E
D
を
購
入
・
管
理
す
る

こ
と
は
到
底
困
難
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
、
安
心
確
保
の
た
め
、

A
E
D
を
常
備
し
た
い
自
治
会
等
に
対
し

て
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁 

現
在
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

と
し
て
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の
団

体
を
対
象
に
、
A
E
D
を
含
め
た
防
災
資

機
材
の
購
入
に
際
し
、
三
十
万
円
か
ら
二

百
万
円
の
範
囲
内
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
申
請
に
か
か
わ
る
指
導
や

こ
の
助
成
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
と
し
、
資
器
材
に
つ
い
て
の
助
言
な
ど

を
行
う
中
で
、
県
を
経
由
し
、
申
請
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
五
つ
の
団
体
が
、
こ
の
助

成
事
業
を
活
用
し
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
団

体
が
、
A
E
D
を
含
め
た
防
災
資
機
材
の

設
置
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
制
度
を
よ
り
一
層
活
用

し
、
地
域
と
し
て
の
防
災
力
を
高
め
て
も

ら
う
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（7）　第168号 平成23年 1月24日市政質問



平成22年12月定例会 審議結果
議案番号 件名 付託委員会 議決月日 結果
議案第112号 甲府市過疎地域自立促進計画の制定について 総　　務 12月 9 日 原案可決

議案第113号 専決処分について
（損害賠償事件に関する損害賠償の額の決定について） 民生文教 〃 承　　認

議案第114号 専決処分について
（工事請負契約の変更契約の締結について） 総　　務 〃 〃

議案第115号 平成22年度甲府市一般会計補正予算（第3号） 〃 11月29日 原案可決

議案第116号 平成22年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第3号） 民生文教 〃 〃

議案第117号 平成22年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 〃

議案第118号 平成22年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第2号） 〃 〃 〃

議案第119号 平成22年度甲府市中央卸売市場事業会計補正予算
（第1号） 経済建設 〃 〃

議案第120号 平成22年度甲府市一般会計補正予算（第4号） 分割（*1） 12月 9 日 〃

議案第121号 平成22年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第4号） 民生文教 〃 〃

議案第122号 平成22年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〃
議案第123号 甲府市職員給与条例等の一部を改正する条例制定について 総　　務 11月29日 〃

議案第124号 特別職の職員で常勤のものの期末手当に関する条例の一
部を改正する条例制定について 〃 〃 〃

議案第125号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定
について 民生文教 〃 〃

議案第126号 甲府市学校職員給与条例等の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 〃 〃

議案第127号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び甲府市
職員給与条例の一部を改正する条例制定について 総　　務 12月 9 日 〃

議案第128号 甲府市庁舎建設基金条例の一部を改正する条例制定につ
いて 〃 〃 〃

議案第129号 市立甲府病院使用料等徴収条例の一部を改正する条例制
定について 民生文教 〃 〃

議案第130号 甲府市学校職員の勤務時間等に関する条例及び甲府市学
校職員給与条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〃

議案第131号 甲府市中央卸売市場事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 経済建設 〃 〃

議案第132号 甲府市地方卸売市場業務条例制定について 〃 〃 〃
議案第133号 甲府地区広域行政事務組合規約の変更について 総　　務 〃 〃
議案第134号 指定管理者の指定について（甲府市勤労者福祉センター） 経済建設 〃 〃
議案第135号 指定管理者の指定について（風土記の丘農産物直売所） 〃 〃 〃
議案第136号 市道路線の認定について（千塚四丁目1号線） 〃 〃 〃

議案第137号 指定管理者の指定について
（市道北口駅前広場線外11施設）（*2） 〃 〃 〃

議案第138号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 総　　務 〃 同　　意

甲 議 第10号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例制定について 委員会付託省略 11月29日 原案可決

甲 議 第11号 最低保障年金制度の創設を求める意見書提出について 〃 12月 9 日 〃
甲 議 第12号「森林・林業再生プラン」の実現に向けた意見書提出について 〃 〃 〃

請願第22－2号 請願の取り下げについて
（最低保障年金制度の創設を求める意見書提出を求める請願） 11月29日 承　　認

（*1）分割　4つの常任委員会及び新庁舎建設に関する調査特別委員会で、その所管する予算を審査した。
（*2） 議案第137号については、経済建設委員会に付託されたが、委員会での表決の前に、経済建設・総務・民生文教委

員会連合審査会を開催し、議案に対する質疑を行った。

平成23年 1月24日 第168号　（8）審議結果



番号 件名 付託委員会 結果

請願

22－4号 最低保障年金制度の創設を求める意見書提出を求める請願 総　　務 採　　択
22－6号 住宅リフォーム（小規模修繕）助成制度の創設を求める請願 〃 不 採 択
21－6号 気候を保護する法制定に関する意見書提出を求める請願 環境水道 継続審査

22－5号 環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉への参加を行わないよう求める意見書採択
を求める請願 総　　務 〃

陳情

22－2号 「森林・林業再生プラン」の実現に向けた意見書提出を求める陳情 経済建設 採　　択
22－1号 公契約条例制定を求める陳情 総　　務 継続審査
22－3号 住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める陳情 〃 〃

22－4号 大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情 民生文教 〃

22－5号 雇用拡充と労働者派遣法の実効ある改正を求める意見書提出を求める陳情 経済建設 〃

請願・陳情審査結果

十
二
月
定
例
会
日
程

十
一
月　
　
　

二
十
九
日
㈪

開
会
、
提
案
理
由
の
説

明
、
総
務
・
民
生
文
教
・

経
済
建
設
委
員
会
付

託
、
総
務
・
民
生
文
教
・

経
済
建
設
委
員
長
報
告

三
十
日
㈫

議
案
調
査
の
た
め
休
会

十
二
月
一
日
㈬

二
日
㈭

本
会
議
、
質
疑
及
び

市
政
一
般
質
問

三
日
㈮

四
日
㈯

休
会

五
日
㈰

六
日
㈪

本
会
議
、
質
疑
及
び
市

政
一
般
質
問
、
各
常
任

委
員
会
及
び
特
別
委
員

会
（※）
付
託

七
日
㈫

各
常
任
委
員
会

八
日
㈬

経
済
建
設
・
総
務
・
民

生
文
教
委
員
会
連
合
審

査
会
、
経
済
建
設
委
員

会
、
特
別
委
員
会

九
日
㈭

本
会
議
、
各
常
任
委
員

長
及
び
特
別
委
員
長
報

告
、
特
別
委
員
会
中
間

報
告
、
閉
会

A.請願・陳情とは、国民が国や地方団体に対して一定の希望を
述べることであり、普通地方公共団体や議会に提出をします。

 　  ○請願・・・請願書が提出されますが、議員の紹介が必要になります。
 　  ○陳情・・・ 請願以外の住民の要望であり、陳情書、要望書、要請書、決議書及

び嘆願書等の名称で提出されたものです。陳情には紹介議員は必要
ありません。

議会用語 Q&A 《その1》Q.請願・陳情とはどのようなものですか?

市議会議員の寄附は禁止 !
　　　有権者の寄附要求も禁止 !

（※）特別委員会…新庁舎建設に関する調査特別委員会

市議会議員の寄附は禁止 !
　　　有権者の寄附要求も禁止 !
公職選挙法では、次のようなことが禁止されています。
○議員や後援会が、寄附をしたり有料のあいさつ広告を出すこと。
○議員や後援会が、お中元やお歳暮を贈ること。
○議員が年賀状や暑中見舞いなどのあいさつ状を出すこと。（自筆の答礼は除く）
○市民や団体が、議員に寄附などを求めること。

市民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

（9）　第168号 平成23年 1月24日日程／請願・陳情審査結果



意
見
書

　

関
係
機
関
へ
提
出（
要
旨
）

○
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書

　
「
消
え
た
年
金
」問
題
は
、
国
民
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
年
金
保
険
料
の
未
納

は
重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
保

険
料
免
除
者
に
年
金
未
加
入
者
を
加
え
る

と
、
保
険
料
未
納
者
の
実
態
は
一
千
万
人

を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
六
十
万
人

以
上
と
言
わ
れ
る
無
年
金
者
と
、
そ
の
数

倍
に
も
な
る
低
年
金
受
給
者
は
、
さ
ら
に

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
国
指
定
都

市
市
長
会
は
、
高
齢
者
に
最
低
限
の
生
活

保
障
を
行
う
た
め
、
全
額
国
庫
負
担
の
最

低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
国
へ
提
案
し

た
。
公
的
年
金
制
度
を
守
り
、
す
べ
て
の

国
民
の
老
後
の
生
活
保
障
を
行
う
た
め
に

は
、
国
の
最
低
保
障
年
金
制
度
を
実
現
す

る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

国
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実

現
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一 　

全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障
年
金
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
。

○「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の
実
現
に

向
け
た
意
見
書

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
問
題
が
益
々
深
刻

化
す
る
中
で
、
環
境
資
源
と
し
て
の
森
林

に
対
し
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
、

地
域
の
林
業
は
、
路
網
整
備
や
施
業
の
集

約
化
の
遅
れ
な
ど
か
ら
生
産
性
が
低
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
木
材
価
格
が
長
期
低

迷
す
る
中
で
、
適
切
な
森
林
の
育
成
・
整

備
等
が
停
滞
す
る
現
状
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
森
林

整
備
の
推
進
、
木
材
需
要
の
拡
大
な
ど
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
民
間
に
よ
る
整

備
が
困
難
な
水
源
林
等
公
益
森
林
の
整
備

に
対
す
る
公
的
機
関
の
役
割
の
強
化
、
さ

ら
に
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

森
林
・
林
業
の
担
い
手
で
あ
る
山
村
の
再

生
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
平
成
二
十
一

年
十
二
月
二
十
五
日
に「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
木
材
の
安
定
供
給
と
利
用

に
必
要
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

今
後
の
林
政
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の
具
体
化
、

林
業
労
働
力
の
確
保
等
対
策
の
確
実
な
実

行
や
、
国
有
林
野
事
業
等
に
お
い
て
、
安

全
で
安
心
で
き
る
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
水
源
林

等
公
益
森
林
の
整
備
、
さ
ら
に
は
、
地
域

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
通
じ
た
山
村

の
活
性
化
に
十
全
に
寄
与
す
る
た
め
、
次

の
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

一 　

森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
の
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

施
策
の
推
進
と
森
林
所
有
者
の
森
林
経

営
意
欲
の
創
出
を
図
る
た
め
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
支
援
す
る「
森
林
管
理
・

環
境
保
全
直
接
支
払
制
度
」を
創
設
す

る
な
ど
、
新
た
な
政
策
を
推
進
す
る
こ

と
。

二 　

森
林
の
整
備
や
木
材
生
産
の
効
率
化

に
必
要
な
路
網
の
整
備
を
行
う
た
め
、

低
コ
ス
ト
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
作
設

技
術
の
早
期
確
立
、
普
及
を
行
う
こ
と
。

三 　

森
林
・
林
業
に
係
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、「
日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」制

度
の
創
設
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

育
成
の
加
速
化
等
、
森
林
・
林
業
の
担

い
手
対
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

四 　

低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ
の
木
材
利
用

の
推
進
等
に
よ
り
、
間
伐
材
を
含
む

地
域
材
の
需
要
拡
大
対
策
を
早
急
に
進

め
、
地
域
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
。

五 　

計
画
的
に
公
的
森
林
整
備
を
推
進
す

る
た
め
の
組
織
体
制
の
確
保
、
施
業
放

棄
地
等
民
間
に
よ
る
森
林
整
備
が
困
難

な
地
域
に
お
け
る
国
の
関
与
の
下
で
の

森
林
整
備
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

六 　

国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
民
有
林
と
の
連
携
を
図

り
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林
業
担
い

手
の
育
成
と
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

体
制
と
す
る
こ
と
。

Q.意見書とは、どのようなものですか?

A.意見書とは、地方公共団体の公益（多
数の人々の利益）に関する事件に関し、議
会が地方公共団体の機関として議会の意
思を意見としてまとめた文書のことです。
　議会は、当該地方公共団体の公益に関す
る事件につき、意見書を国会または関係行
政庁に提出することができます。

議会用語Q&A 《その2》
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本
委
員
会
は
、
平
成
十
九
年
六
月
定
例

会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
今
日
ま
で
、
新

庁
舎
建
設
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日
に

第
三
回
中
間
報
告
を
行
っ
た
以
降
に
お
け

る
本
委
員
会
の
主
な
調
査
・
研
究
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
平
成
二
十
二
年
に
は
、
当
特
別
委
員

会
を
十
一
回
開
催
し
ま
し
た
。）

　

ま
ず
、
平
成
二
十
二
年
一
月
八
日
に

は
、
当
局
か
ら
、
基
本
設
計
案
や
配
置
計

画
案
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、
来
庁

者
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
駐
車
し
や
す
い

も
の
と
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
（
中
略
）

　

次
に
十
二
月
八
日
に
は
、
新
庁
舎
建
設

事
業
の
継
続
費
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

当
局
か
ら
、
サ
イ
ン
計
画
や
植
栽
計
画
な

ど
を
含
め
た
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
全
員

異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
案
に
対
し
、委
員
か
ら
の
主

な
要
望
・
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一 　

建
設
工
事
等
の
入
札
に
当
た
っ
て

は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
等
を
十
分

研
究
す
る
と
と
も
に
、
地
元
業
者
へ
の

発
注
に
配
慮
す
る
こ
と
。

一 　

植
栽
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
面
か

ら
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の

憩
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
。

一 　

市
有
林
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
費

用
対
効
果
を
踏
ま
え
た
研
究
を
行
う
こ

と
。

一 　

事
業
費
の
枠
を
超
え
な
い
決
算
額
と

な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
委
員
会
で
は
、
三
年
半

に
わ
た
る
活
発
な
議
論
を
重
ね
、
協
議
検

討
す
る
中
で
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
及

び
基
本
設
計
に
関
し
、
各
種
提
言
や
提
案

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
業
者
選
定
等
、
具
体
的
な
工
事

に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
本
委
員
会
は
、

引
き
続
き
、
市
民
の
目
線
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
※
全
文
は
、
甲
府
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。（
二
月
中
旬
掲
載
予
定
）

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
中
間
報
告（
抜
粋
）

委
員
長　

斉
藤　

憲
二

東側から見た庁舎と樹木のイメージ

甲府の地域特性に配慮しながら、庁舎建設と共に緑豊かな都市景観を創出していきます。

シンボルツリー
　　ケヤキ ヤマボウシ クスノキ シラカシ

（11）　第168号 平成23年 1月24日新庁舎建設に関する調査特別委員会の中間報告



《
次
回
の
定
例
会
は
三
月
開
催
予
定
で
す
》

総務委員会
○実施日
　平成22年10月 13日～15日
○視察場所（視察項目）
・三重県伊賀市（議会基本条例について）
・兵庫県伊丹市
 　（まちなみ形成による中心市街地活性化について）
・兵庫県神戸市（人と防災未来センターについて）

常任委員会行政視察の状況
議会が閉会中でも、議案審査の参考にするため、調査活動を行っています。

■甲府市議会ホームページ http://www.city.kofu.yamanashi.jp メニュー：「市議会」
■Eメール gikai@city.kofu.yamanashi.jp

民生文教委員会
○実施日
　平成22年10月 6日～8日
○視察場所（視察項目）
・富山県高岡市（高岡開町400年記念事業について）

（歴史文化基本構想について）
・新潟県長岡市（「子育ての駅」について）
・長野県松本市
　 （「健康寿命延命都市・松本」について）
　 （国民健康保険事業について）

経済建設委員会
○実施日
　平成22年10月 13日～15日
○視察場所（視察項目）
・兵庫県姫路市（ひめじ城下町再生プランについて）
・鳥取県鳥取市（中心市街地活性化基本計画について）
・兵庫県尼崎市
 　（中央から地方卸売市場への業務転換について）

環境水道委員会
○実施日
　平成22年10月 6日～8日
○視察場所（視察項目）
・和歌山県御坊市
 　（日高港新エネルギーパークについて）
・滋賀県東近江市（環境基本計画について）
・愛知県安城市（環境アドバイザー等について）

伊賀市役所にて

長岡市 子育ての駅にて

鳥取市役所にて

日高港新エネルギーパークにて

平成23年 1月24日 第168号　（12）常任委員会行政視察の状況


